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10
月
１
日
、
市
内
の
各
地
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
昼
前
後
か
ら
雨
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
ま

で
実
施
さ
れ
た
所
、
途
中
ま
で
の
所
と
様
々
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
昨
年
は
開
催
日
の
ほ
と
ん
ど
が
雨
で
し
た
の

で
、
合
併
後
は
じ
め
て
の
地
域
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

私
の
地
域
も
昨
年
、
一
昨
年
と
雨
で
流
れ
ま
し
た
の

で
、
合
併
後
初
め
て
の
体
育
大
会
で
し
た
。
朝
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
テ
ン
ト
張
り
し
て
る
間
に
ポ
ツ
ッ
と
き
ま

し
た
。
う
わ
っ
大
変
、
ま
た
今
年
も
流
れ
る
か
と
の
不

安
を
抱
き
つ
つ
開
会
式
も
早
め
に
行
わ
れ
、
途
中
小
雨

も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後
の
種
目
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
旧
役
場
主
催
で
し
た
が
、
今
回
は
地
域

自
主
組
織
が
力
を
合
わ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
だ
け
に
大
変
意
義
深
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

｢

地
域

の
力｣

を
育
む
と
実
感
し
た
次
第
で
す
。

私
も
平
素
の
運
動
不
足
解
消
に
と
、
か
ご
の
つ
い
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
そ
の
上
に
ボ
ー
ル
を
乗
せ
て

走
る
ヘ
ッ
ド
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
種
目

に
出
場
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
中
々

バ
ラ
ン
ス
よ
く
走

れ
ま
し
た
が
、

｢

市
政
運
営
も
こ

う
あ
り
た
い｣

と

思
い
ま
し
た
。

雲
南
市
長

速
水
雄
一

８
月
29
日
、
雲
南
市
教
育
と
子
育
て

を
考
え
る
市
民
会
議
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
会
議
は
、
雲
南

(

※
１)

市
教
育
基

本
計
画

(

平
成
17
年
５
月
策
定)

を
推

進
す
る
た
め
、
今
後
の
教
育
の
あ
り
方

を
検
討
、
提
案
を
し
て
い
く
た
め
に
設

置
し
た
も
の
で
、
20
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
役
員
選
出
に
続
き
、
教
育
委

員
会
と
健
康
福
祉
部
の
各
担
当
者
が
今

年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
後
、『

家
庭
の
教
育
力』

を
テ
ー
マ

に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

は

｢

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
の

地
域
格
差
に
つ
い
て｣

や｢

子
ど
も
た
ち

の
挨
拶
に
つ
い
て｣

、｢

食
育
に
つ
い
て｣

、

｢

親
と
子
の
関
わ
り
方
、
子
ど
も
へ
の
接

し
方
に
つ
い
て｣

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
内
容
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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本年度は今回を含め３回の開催を予定しています｡
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任期：平成18年８月29日～平成20年８月28日

◎は会長､ ○は副会長 (敬称略)

地域名等 分 野 氏 名

大 東
教 育 山本 義人
子 育 て ○植田喜久代

加 茂
教 育 高木 喜美
子 育 て 常松 君代

木 次
教 育 若槻 雅人
子 育 て 大森 祥子

三 刀 屋
教 育 ◎若槻 一
子 育 て 須山 幸美

吉 田
教 育 横木 壽成
子 育 て ○小田 芳枝

掛 合
教 育 森山 緑
子 育 て 藤原 香

市 全 体 公 募 河野 嘉江

学識経験
理科教育学 秦 明徳
幼児心理学 田中 昭夫

芸術文化分野代表 峠 理恵
スポーツ分野代表 平井 礁
医 療 分 野 代 表 北湯口 純
経済活動分野代表 川角 光子
産 業 分 野 代 表 井上 靜子

木次線開業90周年記念イベント 10月７日､ JR木次駅にて
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大
正
３
年
、
簸
上
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
線
路
実
測
が
行
な
わ
れ
た
。

翌
大
正
４
年
10
月
、
宍
道
〜
木
次
間
21
㎞

の
線
路
建
設
に
着
手
。
１
年
を
か
け
、
簸
上

線
の
線
路
敷
設
が
完
了
し
、�

�
�
�

���

���

に
は
、
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。

や
が
て
昭
和
２
年
12
月
に
は
、
山
陰
と
山

陽
を
鉄
道
で
結
ぶ
た
め
の
鉄
道
工
事
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
う
ち
下
久
野
ト
ン
ネ
ル(

全
長
２

２
４
１
ｍ)

工
事
は
、
堅
い
地
盤
の
た
め
難

航
し
、
３
年
４
か
月
の
歳
月
を
か
け
昭
和
６

年
４
月
に
完
成
し
た
。

そ
し
て
、

	



���
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�

���
、
八

川
〜
備
後
落

合
間
が
開
通

す
る
と
、
宍

道
〜
備
後
落

合
間
81･

９

㎞
は
鉄
道
で

結
ば
れ
た
。

簸
上
鉄
道
開
業
当
時
、
木
炭
を
は
じ
め
砂

鉄
、
米
、
牛
な
ど
が
主
に
運
ば
れ
、
客
車
３

両
に
対
し
て
、
貨
車
は
33
両
あ
っ
た
。

昭
和
31
年
に
は
、
10
万
７
千
ト
ン
の
貨
物

を
運
び
貨
物
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
木
次
線

も
、
昭
和
57
年
に
は
、
貨
物
列
車
が
全
面
廃

止
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
28
年
10
月
か
ら
快
速
列
車

｢
ち
ど
り｣

が
、
昭
和
32
年
か
ら
軽
油
で
運

行
す
る
レ
ー
ル
バ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
煙
の
出

な
い
気
動
車
と
し
て
登
場
し
た
。

さ
ら
に
、
無
煙
化
は
進
み
、
昭
和
41
年
か

ら
普
通
列
車
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
登
場
す

る
と
、
昭
和
46
年
に
は
Ｓ
Ｌ
基
地
が
廃
止
と

な
り
、
全
線
が
気
動
車
運
用
区
と
な
っ
た
。

現
在
、
木
次
線
で
は
、
新
型
気
動
車
に
よ

る
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成

10
年
４
月
か
ら
は
、
観
光
ト
ロ
ッ
コ
列
車

｢

奥
出
雲
お
ろ
ち
号｣

を
運
行
し
、
新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
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こ
の
大
工
事
の
後
、
昭
和
７
年
に
木
次
〜

出
雲
三
成
間
が
、
昭
和
９
年
に
出
雲
三
成
〜

八
川
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
た
。
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昭
和
34
年
頃
木
次
駅
構
内

昭和49年から木次体育館前に展示されているＳＬ(Ｃ56 136号)


